
半円 O内に図のように 3個の正方形が配置されている。 

正方形 ABCDは，辺 BCが直径上にあり，点 Aは円周上に

ある。正方形 DEFGは，点 Eが直径上にあり，点 Gは円周

上にある。正方形 FHIJは，辺 HIが直径上にあり，点 Jは

円周上にある。3個の正方形の辺の長さを CD＝a，DE＝b，

FH＝ c（ ca  ）とおくとき，それらを半円の半径 rを用い

て表せ。  

（解）点 G の BI に関する対象点を K，点 D から GK に下ろ

した垂線の足を L，AOの延長と円 Oとの交点を Mとする。 

△DLG≡△DCEより DL＝DC＝aであるから AL＝ a2  

△DLG≡△EHFより GL＝FH＝ cであるから GL＝c  

∴LK＝ ca 2  

△ALGに三平方の定理を適用すると 

AG2＝GL2＋AL2 
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△ALKに三平方の定理を適用すると 

AK2＝LK2＋AL2 
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AG2・AK2 
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また，△KAL∽△MAGより 

AK：AM＝AL：AG 

AG・AK＝AM・AL＝ arar 422   

これを①に代入すると 

    ②422422 25616 acaacara   

同様に，aと cを入れ換えると 

    ③422422 25616 ccaccarc   

②×
2c －③×

2a を計算すると 

     025 2222422  cacacaca  

0 ac より 
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△DLGは直角三角形であるから，④より 

accab 3222  ･･･⑤ 

④を②に代入すると 

    42222 2556516 aacaacra   

∴    accar 3102516 222   

これに⑤を代入すると 

2222 35102516 bbbr   

0,0  rb より 
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また，④，⑤より 
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5 22  bbtt の 2つの解である。 

0153 22  bbtt より 
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